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厚生労働省愛媛労働局労働基準部監督課

第1５回トラック輸送における
取引環境･労働時間改善愛媛県地方協議会
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厚生労働省の各種取組について

（令和７年３月）



発着荷主等に対する要請の取組

• 令和４年12月23日の改善基準告示の改正に伴い、都道府県労働局に「荷主特別対策チーム」を編成し、長時間の恒常的な荷
待ちを発生させないこと等について、発着荷主等に対して要請する取組を開始した。

１．荷主特別対策チームの概要
1 .トラック運転者の労働条件の確保・改善に知見を有するメンバーで編成
「荷主特別対策チーム」は、都道府県労働局に新たに任命する荷主特別対策担当官を中心に、トラック運転者の労働条件の確保・改善に知見を

有する都道府県労働局・労働基準監督署のメンバーにより編成。

２ .労働基準監督署が発着荷主等に対して要請
労働基準監督署が、発着荷主等に対し、①長時間の恒常的な荷待ちの改善に努めること、②運送業務の発注担当者に改善基準告示を周知し、

トラック運転者がこれを遵守できるよう協力することなどを要請。

３ .都道府県労働局が長時間の荷待ちなどの改善等に向け発着荷主等に働きかけ
都道府県労働局のメンバーが、労働基準監督署から要請された事項に発着荷主等が積極的に取り組めるよう、荷待ち時間等の改善に係る

好事例の紹介等のアドバイスを実施。

４ .長時間の荷待ちに関する情報を収集
厚生労働省ホームページに、「長時間の荷待ちに関する情報メール窓口」（※）を新設し、発着荷主等が長時間の荷待ちを発生させていると

疑われる事案などの情報を収集し、その情報を基に、労働基準監督署が要請等を実施。
※URL : https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/roudoukijun/nimachi.html

2．発着荷主等による長時間の荷待ちに対する取組

令和４年12月～令和６年11月

18,256事業場発着荷主等に対する要請を実施した事業場数
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https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/roudoukijun/nimachi.html
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「トラック・物流Ｇメン」（国土交通省）との連携

 国土交通省に対し、貨物自動車運送事業法（トラック法）等の運行管
理に関する規定に違反の疑いがあると認められるトラック運送事業者に
ついて通報

 国土交通省のトラック・物流Ｇメン＋関係省庁が連携して、トラック
運送事業者への配慮を「働きかけ」

 長時間の恒常的な荷待ちを発生させていること等が疑われる事案 に
ついては、都道府県労働局の「荷主特別対策担当官」も「働きかけ」に
参加

 厚生労働省のHPに寄せられた荷主情報を国土交通省へ提供

 荷待ちを発生させている疑いがあることを労働基準監督署が把握し、
「荷主への要請」を実施した荷主の情報を、広く国土交通省に提供し、
「トラック・物流Gメン」による「働きかけ」等の対象選定に活用

①荷主情報提供の運用 ②トラック法に基づく「働きかけ」の連携

関係省庁地方機関

荷主企業

参加

参加

「働きかけ」

相互通報

厚労省HP荷主情報

トラック運送事業者

合同監督・監査 トラック・物流Ｇメン

 労働基準監督署が実施している「荷主への要請」の際、トラック法に基づく「標準的な運賃」も周知

③「標準的な運賃」の周知

荷主情報を
「働きかけ」等の
対象選定に活用

国交省HP荷主情報

「荷主への要請」の情報

荷主企業

「荷主への要請」

厚生労働省 国土交通省

都道府県労働局

労働基準監督署

地方運輸局

運輸支局

厚生労働省

都道府県労働局

荷主特別対策担当官

国土交通省

地方運輸局

トラック・物流Ｇメン

• 令和４年12月から国土交通省と以下のように連携（下線部は令和５年10月から拡充）。
※令和６年11月１日付けで「トラック・物流Gメン」に改組
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国民向け周知広報について （令和５年６月2 8日～）

自動車運転者、建設の事業等で、時間外労働の上限規制が遵守されるようにするためには、取引慣行上の課題などを改善して
いくことが必要。
このためには、国民の理解や社会的な機運の醸成が不可欠となることから、令和５年６月以降、国民向けの広報を
順次実施している。

国民向け広報内容（ＰＲイベントの開催、動画、ポスターの作成など）
自動車運転者・建設の事業で働く方について、荷主や発注者等の都合
で長時間労働になるケースがあること。

自動車運転者・建設の事業での働き方を変えていくために、荷主、発
注者、そして国民にもできることのご協力をいただきたいこと。
（例︓再配達の削減など）

【イメージキャラクター】小芝風花さん（俳優）

PRイベント（令和５年６月28日開催）

加藤厚生労働大臣（当時）、斉藤国
土交通大臣（当時）がご出席。

主な広報実施事項

・全国主要駅にポスターを掲載

・電車内ビジョンで広告を放映

・全国でテレビＣＭを放映
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働き方改革ＰＲ動画「はたらきかたススメ ver.２（トラック編）」

トラックドライバーの働き方改革の実現のため、厚生労働省では、国土交通省と連携して働き方改革ＰＲ動画を通じて、
荷主に向けて荷待ち時間削減、荷役作業効率化に向けた協力を呼びかけている。

動画のポイント（知っていただきたいこと）

トラックドライバーにとっては、荷物の積み下ろしの際の待機
時間が負担となっており、荷主の立場から何も対策をしなけれ
ば、2030年度には約34％の輸送能力が不足する可能性がある
と言われていること。

荷主の方には、荷待ち時間の削減のため、適切な貨物の受取・
引渡し日時の指定、予約システムの導入などの取組をお願いし
たいこと。

また、荷物の積みおろし作業の効率化のためにも、パレットの
導入などの工夫を進めていただきたいこと。

さらに、トラックドライバーの処遇改善に向けて、「標準的運
賃」を参考に運賃や荷待ち・荷役作業等の料金などの見直しも
ご検討いただきたいこと。

また、一般国民の立場においても、なるべく再配達にならない
ような配慮をお願いしたいこと。
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２代目イメージキャラクター
労働基準局広報キャラクター「たしかめたん」

←荷待ち時間の削減や荷役作業
の効率化に向けた取組を解説

標準的運賃も周知→



自動車運転者の長時間労働改善に向けたポータルサイトのリニューアルと周知

令和3年度の設置形態

荷主、トラック事業者によりわかりやすく情報発信を行うため、自動車運転者の長時間労働の改善に向けたポータルサイトに
新たなコンテンツ「物流情報局」を設けた。（「物流情報局」は、改正物流法の施行に向けて、更なるリニューアルを実施。）

労働基準監督署による荷主要請などあらゆる機会を活用して、以下のリーフレットにより周知している。

改善基準告示についても、
解説テキストと解説動画
を掲載して周知している。
※バス、ハイヤー・タクシー運転者の
改善基準告示についても、同様のテ
キスト・動画を作成している。

（解説動画）
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